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RSウイルス感染症流行に伴うお知らせ 

 

 先週、1名の RSウイルス感染症の発症があり、玄関での掲示やホームページでお知らせをさせて頂い

ておりました。昨日（月曜日）、1歳児クラスにて RSウイルス感染症のお子さん 4名の報告があり、本

日、RSウイルス感染症以外も含め多数の発熱・咳での欠席者が出ました。RSウイルス感染症は特に 2歳

以下のお子さんが重症化しやすい、と言われております。よって、感染拡大防止のため 0歳児、1歳児ク

ラスの登園自粛とさせて頂くことになりました。ご協力をお願い致します。 

 

【園医の大塚医師より】 

 『RSウイルス感染症は飛沫感染です。予防として、マスクや手洗いがありますが、未満児のお子さん

はマスクが上手くできません。熱中症が心配な時期でもあり、幼児クラスもマスクを常に着けていること

は難しいです。RSウイルス感染症は鼻水が沢山でて、咳は数日間の間に増えていきます。幼児クラスは

熱を伴わない風邪症状のみ、ということも多いです。そのため、熱を伴わない鼻水・咳のみの場合でも、

風邪症状がある場合には受診をしましょう。』 

と指導がありました。 

 

【感染拡大防止として】 

 大塚医師の指導を受けまして、 

①発熱・咳・鼻水などの症状がある場合には登園を控えてください。 

②園内でも症状のある場合には 0歳児・1歳児クラス以外でもお迎えをお願いすることがあります。 

③インフルエンザ感染症同様、全園児の 10％以上の感染が確認された時点で、全園児の登園自粛をお願い

することがありますのでご了承ください 

 

【その他】 

☆RSウイルス感染症と診断された場合には登園許可書が必要になります。主治医より登園の許可が出た

際には登園許可書を記入して頂き、園に提出をお願いします。登園許可書の用紙は園の玄関にありま

す。又、ホームページからダウンロードもできます。 

☆お子さんの症状により医療機関では RSウイルスの検査対象ではない場合があります。主治医の指示に

従ってください。 

☆RSウイルス感染症や風邪症状がありお仕事がお休みできない場合には、病後児保育室にお問い合わせ

ください。 

☆裏面に RSウイルス感染症の参考資料を載せました。玄関にも掲示があります。ホームページのお知ら

せも更新していきます。 

 

 

 

 



 

 

  

 

 

 

 

 RSウイルスは身近なウイルスで、免疫のある大人にはごく軽い風邪ですが、初めてかかる子ども、

特に6か月未満の赤ちゃんでは症状が重くなります。家族全員で予防しましょう。 


